
記入例 

第８号様式の２（第３７条）                  （申告日を記入する） 

  ○○年○○月○○日  

 

（宛先）野田市消防署長 

 

申告者 

住 所 野田市宮崎○○番地の○ 

氏 名 消防 太郎         

職 業 公務員 

電話番号 ○○－○○○○－○○○○ 

  

動 産 り 災 申 告 書 

 

り災日時 年   月   日   時  分  頃 

り災場所 野田市宮崎○○番地の○ 

り災物件と 

申告者との関係 
所有者 管理者 占有者 その他（           ） 

り 災 者 

氏  名 続 柄 職 業 生年月日 年齢 備  考 

消防 太郎 本人 公務員 ○○年○○月○○日  ５５  

消防 花子 妻 無職 ○○年○○月○○日 ５２  

消防 一郎 長男 会社員 ○○年○○月○○日 ２５  

消防 二郎 次男 大学生 ○○年○○月○○日 ２２  

      

      

      

火 災 保 険 の 契 約  

契約保険会社 契約年月日 保険金額 

Ｂ損害保険 ○○年○○月○○日 ○○○万円 

   

   

損 害 物 品 等 

品  名 数量 り災別 購入年月 購入時価格（円） 

40 型液晶テレビ １台 焼 消 爆 ○○年○月 100,000 

冷蔵庫 １台 焼 消 爆 ○○年○月 150,000 

紳士服（スーツ） ７着 焼 消 爆 ○○年○月 140,000 

布団類 １式 焼 消 爆 ○○年○月 200,000 

  焼 消 爆   

消防署に問い合

わせてください。 

二世帯住宅など、生計を別にしている場合は、それぞれ申告書を提出してください。 



品  名 数量 り災別 購入年月 購入時価格（円） 

  焼 消 爆   

  焼 消 爆   

  焼 消 爆   

  焼 消 爆   

  焼 消 爆   

  焼 消 爆   

  焼 消 爆   

  焼 消 爆   

  焼 消 爆   

  焼 消 爆   

  焼 消 爆   

  焼 消 爆   

  焼 消 爆   

  焼 消 爆   

  焼 消 爆   

  焼 消 爆   

  焼 消 爆   

  焼 消 爆   

  焼 消 爆   

 

備考 

１ この申告書は、消防法第３４条に基づいて提出を求めるものです。 

２ 火災によるり災証明書を発行する場合は、この申告書が必要となります。 

３ この申告書は、り災した日から起算して７日以内に提出して下さい。 

４ この申告書は、建物ごと、世帯ごとに提出して下さい。 

記載要領 

１ り災物件と申告者との関係欄は、当てはまるものを○で囲んで下さい。 

  その他の場合は、詳細を記載して下さい。 

２ 同一時期に購入した複数の同一物品は、その数量及び購入時価格は合計を記載して下

さい。 

３ り災別の欄には、次に当てはまるものを○で囲んで下さい。 

(１) 焼 燃えたもの、熱に侵されたもの。 

(２) 消 消火のため壊れたもの、機能が損なわれたもの。 

(３) 爆 爆発により破損したもの。 

 

問い合わせ及び提出先 

 野田市消防署（      ） 担当       電話番号  

※はっきり分からない場合は大

まかでもかまいませんが、申告

時に質問等を行うことがありま

す。 

※細かく記入することが難しい場

合は、記入例のように「○○類」（１

式）と記入してください。 


